
 

 

 

   
 

相手のことを考える「他者意識」 

最近、うれしいことが２つありました。 

１つは、朝のあいさつに一言加えてくれる子がいることです。「校長先生、おはようございま

す！」と呼び名をつけてあいさつをしてくれたり、「髪切りましたか？」などあいさつに続けて

加えたりすることが、心のキャッチボールをしているようで、朝から心がぽかぽか温かくなり

ます。チャレンジ目標である地域の人や先生、友達と気持ちのよいあいさつをしましょうが、

まさにできている素晴らしい子どもたちの存在を誇らしく思います。 

２つめは、隅々まできれいに掃除をしている縦割り班の存

在です。先日、掃除場所が変わったのですが、新しい場所に

変わったまさにその日に、掃除がしっかりと行き届いた昇降

口を見ると、すがすがしい気持ちになりました。（右写真） 

まだ新しい場所に慣れない中、限られた時間で高学年のリー

ダーが声をかけて班をまとめた姿が想像できます。 

２つのうれしいことに共通するのが、「相手のことを考える『他者意識』」です。あいさつと

いう文化は、そもそも目の前の相手のことを大切に思う気持ちを伝えるためのものですし、掃

除がしっかりできるのは、そこをみんなが気持ちよく使えるようにしたいという思いがあるか

らだと思います。 

本校でめざしている『子どもたちが通いたくなる学校、安心・安全な信頼される学校』を具

現化するためには、「他者意識」は必要不可欠なものです。他人の喜びをよく分かる子、他人の

喜びを共感できる子、そして、他人の悲しみをよく分かる子、他人の悲しみを共感できる子と

も言い換えられます。では、どうやってこのような子どもたちを育てるかと問われれば、次の

ように考えます。 

 

 

自分がかけがえのない大切な一人の人間であると思える心、そして、生涯にわたって自分を

大切にしていこうとする心を育てていきたいものです。そのためには、家庭、学校、地域にお

いて子どもを取り巻く多くの人々が、一人ひとりの子どもを大切にし、しっかり耳を傾けて寄

り添い、発達段階によってはスキンシップを図りながらその子のよさや価値を認め、よさを伸

ばしていくことが必要です。 

他人によって自分の価値を認められた子どもは、自分を大切にする子になります。同時に、

相手もまたかけがえのない人間なのだということを実感することができます。他人の心の痛み

を、自分の心の痛みとして共感できる子になります。 

引き続き、家庭と学校、地域で手をたずさえて、子どもたちに寄り添い、声をかけ、よさを

伸ばし、価値を認め、心の豊かさを共に育てていきましょう。 
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11/7（土）三世代ふれあいフェスティバルに向けて準備をしています 

当日は、川上地区の皆様とふれあう良い機会になることを願っています 
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自分を大切にする子どもを育てる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

2 月 SC（PM） 

 土 三世代ふれあいフェスティバル（午前中） 

9 月 振替週休日 

１０ 火 
コールグリーンヒルコンサート（昼） 
代表委員会 

１１ 水 校区安全マップ見直し ４年彫刻教育 

１２ 木 
読み聞かせ①  
３年親子ふれあい活動⑤⑥ 

１３ 金 小中特支ボッチャ大会 

１６ 月 
避難訓練 ４年いじめ防止講話  
SC（AM） 

１７ 火 読み聞かせ（昼） 

１８ 水 ４年先人教育 ５年宿泊学習 

１９ 水 ５年宿泊学習 特別支援教育演劇鑑賞会 

２４ 火 委員会 

２５ 水 持久走大会 

２６ 木 演劇教室 

３０ 月 たてわり学習 

日 曜 行 事 予 定 

１ 火 クラブ 

２ 水 持久走大会予備日 

７ 月 SC（PM） 

８ 火 人権教育参観日⑤講演会⑥ 

９ 水 
３年西岐波みかん出前授業 
青空号 

１０ 木 読み聞かせ 

１４ 月 SC（AM） 

２２ 火 ５時間授業 

２３ 水 
給食最終 ４時間授業 
希望個人懇談会 

２４ 木 終業式 ３時間授業 

三世代ふれあいフェスティバル

めざす子ども像  「愛と夢にあふれ、笑顔でつながる川上っ子」 

11 月７日（土） 
午前９時２５分頃～午前１１時３０分頃 

１年・・・昔遊び（おりがみ・おはじき・お手玉） 

２年・・・昔遊び（けん玉・福笑い・めんこ） 

３年・・・こまづくり・こままわし・かるた 

４年・・・竹とんぼ作り 

５年・・・百人一首・川上地区紹介（発表） 

６年・・・もちつき・平和学習発表 

ぜひお越しください。 

 

  ５年生が川上地区で働く方々に、仕事の内容やど

んな思いで働かれているのかをお聞きする活動を行

いました。子ども達にとっては、職業について考え、地

域をさらに知るよい機会となりました。 

  外国の方とつながる仕事をされている方の話を聞

いた児童は、今のうちにもっと外国語を学んでおこうと

いう気持ちになったようです。また、今まで地域にある

建物でしか知らなかった場所で、どんな仕事をされて

いるのかがよくわかったようです。さらに、自分たちの

ためにいつも働いてくださっていることなど、自分たち

とのつながりも深く感じたようです。 

  皆様、ありがとうございました。 

  今回の活動を活かした発表を 

三世代ふれあいフェスティバルで 

行う予定です。 

７ 


